
JP 2010-35164 A 2010.2.12

10

(57)【要約】
【課題】本発明は、パケットスイッチングネットワーク
を介してマスタステーションＳＭへ接続されているスレ
ーブステーションＳＡ、ＳＢによる同期信号ＰＩＰＡ、
ＰＩＰＢ及びクロック信号ＣＬＫ＿ｏｕｔＡ、ＣＬＫ＿
ｏｕｔＢの生成のためのシステムに関する。
【解決手段】マスタステーションＳＭは、周波数ＦＭの
マスタクロック信号ＣＬＫＭと、この信号と同期するマ
スタ同期信号ＰＩＰＭとを生成するよう適合されている
。スレーブステーションＳＡ、ＳＢは、マスタクロック
信号ＣＬＫＭと同期するスレーブ周期信号ＴＩＣＫＳＡ
を生成する第１の合成手段ＳＭ１Ａ、ＳＭ１Ｂを有する
。本発明に従って、スレーブステーションＳＡ、ＳＢは
、スレーブ周期信号ＴＩＣＫＳＡ、ＴＩＣＫＳＢと同期
するクロック信号ＣＬＫ＿ｏｕｔＡ、ＣＬＫ＿ｏｕｔＢ
及び同期信号ＰＩＰＡ、ＰＩＰＢを合成する第２の合成
手段を更に有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パケットスイッチングネットワークを介してマスタステーションへ接続されているスレ
ーブステーションでの同期信号及びクロック信号の生成のためのシステムであって、
　前記マスタステーションは、周波数ＦＭのマスタクロック信号と、該マスタクロック信
号と同期するマスタ同期信号とを生成するよう適合され、
　前記スレーブステーションは、前記マスタクロック信号と同期するスレーブ周期信号を
生成する第１の合成手段を有し、
　前記スレーブステーションは、前記スレーブ周期信号と同期する前記同期信号及び前記
クロック信号を合成する第２の合成手段を更に有する、ことを特徴とするシステム。
【請求項２】
　前記第２の合成手段は、位相ロックループ、カウンタ及びデコーダを有し、
　前記位相ロックループは、前記スレーブ周期信号を受信し、前記クロック信号を生成し
、
　前記カウンタは、前記クロック信号を受信し、前記同期信号を供給し、
　前記カウンタは、前記スレーブ周期信号と同期する初期化信号によって初期化される、
請求項１記載のシステム。
【請求項３】
　前記初期化信号は前記第１の合成手段によって供給される、請求項２記載のシステム。
【請求項４】
　前記位相ロックループは、比較手段、フィルタ、設定可能な発振器、及び第１の段階分
周器を有し、
　前記設定可能な発振器は、周波数Ｆの前記クロック信号を生成し、
　前記第１の段階分周器は、前記クロック信号を受信し、前記周波数Ｆを自然数ｑで割っ
た周波数Ｆ／ｑの局部周期信号を生成し、
　前記比較手段は、前記局部周期信号及び前記スレーブ周期信号を比較し、比較結果を生
成し、
　前記フィルタは、前記比較結果を受け取り、フィルタ処理した結果を生成し、
　前記設定可能な発振器は、前記フィルタ処理した結果を受け取り、
　前記初期化信号は前記局部周期信号である、請求項２記載のシステム。
【請求項５】
　前記第１の合成手段は、前記マスタクロック信号と同一であるスレーブクロック信号を
生成する生成手段を有し、
　前記第１の合成手段は、前記スレーブクロック信号を受信し、前記周波数ＦＭを自然数
ｐで割った周波数ＦＭ／ｐの前記スレーブ周期信号を生成する第２の段階分周器を有し、
　前記第２の段階分周器はリセット信号によって初期化される、請求項１乃至４記載のシ
ステム。
【請求項６】
　前記初期化信号及び前記リセット信号は同期する、請求項２又は３のいずれかを引用す
る請求項５記載のシステム。
【請求項７】
　前記リセット信号は、前記第１の合成手段によって供給される、請求項５又は６記載の
システム。
【請求項８】
　前記生成手段は、前記スレーブ周期信号及び前記スレーブクロック信号を生成するよう
第１のカウンタの値及び第２のカウンタの値を前記ネットワークへ周期的に供給する同期
レイヤに基づく、請求項５又は７記載のシステム。
【請求項９】
　前記マスタ同期信号及び前記スレーブ周期信号は、前記第１のカウンタの前記値から生
成される、請求項８記載のシステム。
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【請求項１０】
　前記マスタクロック信号及び前記スレーブクロック信号は、前記第２のカウンタの前記
値から生成される、請求項８記載のシステム。
【請求項１１】
　前記同期レイヤはＩＥＥＥ１５８８である、請求項９又は１０記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パケットスイッチングネットワークによって接続されている設備のアイテム
の同期の分野に関する。より具体的には、本発明は、設備の遠隔アイテムを同期させるた
めに使用可能な同期信号を、このようなネットワークによって接続されているステーショ
ンによって生成するためのシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　あらゆるタイプの信号（データ又は映像）を伝送するＩＰネットワークの能力の進歩は
、かかるネットワークを映像スタジオのための“バックボーン”構造として使用すること
を可能にした。従って、この変化にとって極めて重要なことは、データの伝送のために単
一のインフラストラクチャを有することである。以前は、異なる信号タイプを設備のアイ
テムの間で伝送するのに複数の媒体が必要であったが、ＩＰレイヤによって提供される多
重化特性は必要な媒体の数の削減を可能にする。すなわち、これは、設備の異なるアイテ
ムをつなぐＩＰネットワークである。
【０００３】
　先行技術では、スタジオにある映像設備のアイテム（カメラ等）の同期は、一般に“ゲ
ンロック”又は“ブラックバースト”と呼ばれる同期信号の送信によって行われる。例え
ば、ゲンロック信号は、４０ミリ秒（ｍｓ）ごとに繰り返される画像の開始からの情報と
、６４マイクロ秒（μｓ）ごとに繰り返されるラインの開始からの情報とを含む。同期信
号の波形は、ネットワーク上で送信される画像のフォーマットの関数である。例えば、高
解像度画像に関して、同期信号はトリレベル形状（－３００ｍＶ、０Ｖ、＋３００ｍＶ）
を有する。
【０００４】
　同期信号が、専用の同軸ケーブルによって同期すべき設備の異なるアイテムへ送られる
場合に、ジッタを伴わない一定の送信時間が確保される。かかる信号から、設備の全ての
アイテムは、その機能に特有であるタイミングクロックを再構成することができる。これ
は、その機能が、同じネットワークへ接続されている全ての設備と厳密に同期することを
保証する。例えば、専用の同軸ケーブルで伝えられるゲンロック信号によって同期する２
つのカメラは夫々、異なるコンテンツを有しながら、周波数及び位相において互いと厳密
に同期する映像を生成する。
【０００５】
　ＩＰ／イーサネット（登録商標）ネットワークによって与えられる既知の欠点は、それ
が信号の伝送において、特に同期信号の伝送に関して、強いジッタを導入することである
。送信継続期間は、平均して一定であるが、送信される各パケットごとに異なる。このよ
うな信号がＩＰ／イーサネット（登録商標）によって同期のために設備の異なるアイテム
へ送られる場合に、かかるジッタは、同期信号によって搬送される情報が設備に到達する
のに必要な時間の長さにばらつきを生じさせる。
【０００６】
　先行技術では、ＩＰネットワークへ接続されているひと組の装置、例えばカメラに関し
て、装置は、カメラごとに、ジッタを解消することを可能にする各カメラに特有のタイミ
ングクロックを再構成することが知られている。これらの同期装置の根本にある原理は、
受信レベルでの同期信号ジッタ振幅の高い減衰に基づく。このようにして、ネットワーク
へ接続されているカメラによって生成される画像が、同じネットワークへ接続されている
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近隣のカメラによって生成される全ての画像と厳密に同期することが保証され得る。
【０００７】
　このような同期装置の例は、国際ＰＣＴ出願ＦＲ２００７／０５０９１８に記載されて
いる。装置は、極めて正確な基準クロック信号に相当するプログラムクロック基準（ＰＣ
Ｒ）信号に従って動作する。これらのデジタル信号はネットワークを介してカメラへ送信
され、これにより、カメラは、基準クロックと同期するクロック信号を局所的に再構成す
ることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】欧州特許第１９４７８６５（Ａ）号明細書
【特許文献２】欧州特許第１４７１７４５（Ａ）号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第２００６／２８０１８２（Ａ１）号明細書
【特許文献４】米国特許第６４２４１８５（Ｂ１）号明細書
【特許文献５】米国特許出願公開第２００８／１２９８７０（Ａ１）号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の１つの目的は、マスタステーションとスレーブステーションとの間で特定のデ
ジタル信号の定期的な送信を必要とすることなく、マスタステーションによって生成され
るマスタ同期信号及びマスタクロック信号に従ってスレーブステーションで同期信号及び
クロック信号を生成する先行技術のかかる同期装置に代わるものを提案することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明が解決することを提案する技術的課題は、パケットスイッチングネットワークを
介してマスタステーションへ接続されている少なくとも１つのスレーブステーションで、
たとえマスタステーションが定期的に特定のデジタル信号をスレーブステーションへ送信
しなくとも、マスタステーションによって生成される同期信号及びクロック信号と同一の
同期信号及びクロック信号を生成することである。
【００１１】
　この目的のために、本発明は、パケットスイッチングネットワークを介してマスタステ
ーションへ接続されているスレーブステーションによる同期信号及びクロック信号の生成
のためのシステムに関する。マスタステーションは、周波数ＦＭのマスタクロック信号と
、このマスタクロック信号と同期するマスタ同期信号とを生成する。スレーブステーショ
ンは、マスタクロック信号と同期するスレーブ周期信号を生成する第１の合成手段を有す
る。
【００１２】
　本発明に従うシステムの第１の利点は、当該システムが、マスタステーションとスレー
ブステーションとの間のネットワーク上で専用のデジタル信号の交換を必要とすることな
く、スレーブステーションでの同期信号及びクロック信号の生成を可能にする点である。
【００１３】
　本発明の第２の利点は、マスタステーションに特定の専用デジタルデータ送信装置を装
備させる必要がない点である。すなわち、スレーブステーションのみが、先行技術の装置
よりも有利である特定の配置を有する。先行技術では、マスタステーションは、スレーブ
ステーションへ送信されるデジタル信号を生成する装置を有していた。
【００１４】
　本発明の第３の利点は、構成によって、異なるステーションによって生成される同期信
号及びクロック信号が同一の特性（精度、ジッタ）を有する点である。
【発明の効果】
【００１５】
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　本開示のシステムにより、マスタステーションとスレーブステーションとの間で特定の
デジタル信号の定期的な送信を必要とすることなく、マスタステーションによって生成さ
れるマスタ同期信号及びマスタクロック信号に従ってスレーブステーションで同期信号及
びクロック信号を生成することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】スレーブステーションで同じ周波数の同期信号が生成されることを可能にする装
置の構造を示す。
【図２】本発明に従う同期信号の生成のためのシステムの第１の実施例の構造を示す。
【図３】本発明に従う同期信号の生成のためのシステムの第２の実施例の構造を示す。
【図４】本発明に従う同期信号の生成のためのシステムの第３の実施例の構造を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明は、添付の図面を参照することによって、一例として与えられる本発明の実施形
態の以下の記載から、より良く理解されるであろう。
【００１８】
　上述されるように、正確に同じ周波数を有し且つ完全に同相である同期信号ＰＩＰＡ、
ＰＩＰＢ及びクロック信号ＣＬＫ＿ｏｕｔＡ、ＣＬＫ＿ｏｕｔＢをスレーブステーション
ＳＡ及びＳＢで生成するのに成功することは、とりわけ映像コンテンツの生成のための映
像設備のアイテムの同期を考慮される多数の活動領域で興味のある問題である。
【００１９】
　図１は、パケットスイッチングネットワークによって接続されている３つのステーショ
ン、すなわち、１つのマスタステーションＳＭ並びに２つのスレーブステーションＳＡ及
びＳＢを示す。例えば、スレーブステーションＳＡ及びＳＢは、生成ステーション（図示
せず。）のカメラへ接続されている。この場合に、同期信号ＰＩＰＡ及びＰＩＰＢ並びに
クロック信号ＣＬＫ＿ｏｕｔＡ及びＣＬＫ＿ｏｕｔＢは、特に各々のカメラによって生成
される画像の間の移行を助けるよう、スタジオカメラを同期させる働きをする。
【００２０】
　ネットワークは、ここでは、太い点線で表されている。
【００２１】
　同期レイヤによって送信されるメッセージは、マスタステーションＳＭとスレーブステ
ーションＳＡ及びＳＢとの間で交換される。同期レイヤがＩＥＥＥ１５８８である場合に
、この同期レイヤを実装するステーションは夫々、２つの１５８８カウンタ、すなわち、
“秒カウンタ”と呼ばれる第１のカウンタと、“ナノ秒カウンタ”と呼ばれる第２のカウ
ンタとを有する。それらのステーションは、実施に依存した細かい精度で、同時にこれら
のカウンタの値の変化を観測する。
【００２２】
　マスタステーションで、マスタ同期信号ＰＩＰＭは、（同期レイヤがＩＥＥＥ１５８８
である場合に）第１及び第２のカウンタの観測によって、復号化から得られる周期信号で
ある。同じ同期レイヤを実装する何れのステーションも、同期信号を生成することができ
る。
【００２３】
　マスタステーションＳＭは、ネットワークレイヤ（例えば、ＩＥＥＥ１５８８）から周
波数ＦＭのマスタクロック信号ＣＬＫＭとマスタ同期信号ＰＩＰＭとを生成するよう適合
される。マスタ同期信号ＰＩＰＭは、マスタクロック信号ＣＬＫＭと同期している。
【００２４】
　スレーブステーションＳＡ及びＳＢは、スレーブ周期信号ＴＩＣＫＳＡ、ＴＩＣＫＳＢ
を生成する第１の合成手段ＳＭ１Ａ、ＳＭ１Ｂを有する。周期信号ＴＩＣＫＳＡ及びＴＩ
ＣＫＳＢはマスタクロック信号ＣＬＫＭと同期している。第１の合成手段ＳＭ１Ａ及びＳ
Ｍ１Ｂが同じである場合に、周期信号ＴＩＣＫＳＡ及びＴＩＣＫＳＢは同じ周波数を有す
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る。しかし、先験的に制御され得ない位相差Δφ１が、異なるスレーブステーションＳＡ
及びＳＢで生成される周期信号ＴＩＣＫＳＡ及びＴＩＣＫＳＢを分離する。
【００２５】
　スレーブステーションＳＡ及びＳＢは、また、受信した周期信号ＴＩＣＫＳＡ及びＴＩ
ＣＫＳＢからクロック信号ＣＬＫ＿ｏｕｔＡ、ＣＬＫ＿ｏｕｔＢ及び同期信号ＰＩＰＡ及
びＰＩＰＢを合成する第２の合成手段ＳＭ２Ａ、ＳＭ２Ｂを有する。
【００２６】
　第２の合成手段ＳＭ２Ａ及びＳＭ２Ｂは、それらが受信する周期信号ＴＩＣＫＳＡ、Ｔ
ＩＣＫＳＢと同期するクロック信号ＣＬＫ＿ｏｕｔＡ、ＣＬＫ＿ｏｕｔＢ及び同期信号Ｐ
ＩＰＡ、ＰＩＰＢを合成する。
【００２７】
　第２の合成手段ＳＭ２Ａ及びＳＭ２Ｂの機能について以下に詳述する。
【００２８】
　第２の合成手段ＳＭ２Ａ及びＳＭ２Ｂは、位相ロックループＰＬＬＡ、ＰＬＬＢと、カ
ウンタＣＰＴＡ、ＣＰＴＢと、デコーダＤＥＣＡ、ＤＥＣＢとを有する。
【００２９】
　位相ロックループＰＬＬＡ、ＰＬＬＢは、周期信号ＴＩＣＫＳＡ、ＴＩＣＫＳＢを受信
し、クロック信号ＣＬＫ＿ｏｕｔＡ、ＣＬＫ＿ｏｕｔＢを生成する。信号ＴＩＣＫＳＡ、
ＴＩＣＫＳＢは、クロック信号ＣＬＫ＿ｏｕｔＡ、ＣＬＫ＿ｏｕｔＢと同期する。
【００３０】
　カウンタＣＰＴＡ、ＣＰＴＢは、クロック信号ＣＬＫ＿ｏｕｔＡ、ＣＬＫ＿ｏｕｔＢを
受信し、同期するよう設備のアイテムの映像標準規格に従って選択される範囲値に従うカ
ウント信号を供給する。例えば、カウンタの範囲値は、欧州の映像標準規格ＳＤに関して
は２７００００．４０ミリ秒の存続時間に対応する。デコーダＤＥＣＡ、ＤＥＣＢは、カ
ウント信号を受信し、同期信号ＰＩＰＡ、ＰＩＰＢを供給する。
【００３１】
　位相ロックループＰＬＬＡ、ＰＬＬＢは、比較手段ＣＭＰＡ、ＣＭＰＢと、フィルタＬ
ＦＡ、ＬＦＢと、設定可能な発振器ＶＣＯＡ、ＶＣＯＢと、第１の段階分周器ＤＩＶ１Ａ
、ＤＩＶ１Ｂとを有する。
【００３２】
　設定可能な発振器ＶＣＯＡ、ＶＣＯＢは、周波数Ｆの周期信号ＣＬＫ＿ｏｕｔＡ、ＣＬ
Ｋ＿ｏｕｔＢを生成する。第１の段階分周器ＤＩＶ１Ａ、ＤＩＶ１Ｂは、周期信号ＣＬＫ
＿ｏｕｔＡ、ＣＬＫ＿ｏｕｔＢを受信し、周波数Ｆを自然数ｑで割って得られる周波数Ｆ
／ｑの局所周期信号ＴＩＣＫＬＯＣＡ、ＴＩＣＫＬＯＣＢを生成する。
【００３３】
　比較手段ＣＭＰＡ、ＣＭＰＢは、局所周期信号ＴＩＣＫＬＯＣＡ、ＴＩＣＫＬＯＣＢ及
び周期信号ＴＩＣＫＳＡ、ＴＩＣＫＳＢを比較する。比較手段ＣＭＰＡ、ＣＭＰＢは、比
較結果ＥＲＲＡ、ＥＲＲＢを生成する。比較結果ＥＲＲＡ、ＥＲＲＢは、フィルタＬＦＡ
、ＬＦＢによってフィルタをかけられ、フィルタＬＦＡ、ＬＦＢは、フィルタ処理された
結果ＥＲＣＡ、ＥＲＣＢを供給する。設定可能な発振器ＶＣＯＡ、ＶＣＯＢは、このフィ
ルタ処理された結果ＥＲＣＡ、ＥＲＣＢを受信する。
【００３４】
　従って、周期信号ＴＩＣＫＳＡ及びＴＩＣＫＳＢの間で観測される位相差Δφ１は伝播
され、それは、また、クロック信号ＣＬＫ＿ｏｕｔＡ及びＣＬＫ＿ｏｕｔＢの間でも観測
される。更に、位相差Δφ２が同期信号ＰＩＰＡ及びＰＩＰＢの間で観測される。位相差
Δφ１及びΔφ２は先験的に異なる。よって、図１で提示されるシステムは、提起されて
いる問題を解消しない。
【実施例１】
【００３５】
　図２は、クロック信号ＣＬＫ＿ｏｕｔＡ、ＣＬＫ＿ｏｕｔＢ及び同期信号ＰＩＰＡ、Ｐ
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ＩＰＢが第２の信号ＴＩＣＫＳＡ、ＴＩＣＫＳＢと同期するように適合されるスレーブス
テーションＳＡ及びＳＢの構造を示す。この構造は本発明の第１の実施例に相当する。
【００３６】
　第１の合成手段ＳＭ１Ａ及びＳＭ１Ｂは、マスタクロック信号ＣＬＫＭと同じであるス
レーブクロック信号ＣＬＫＳＡ、ＣＬＫＳＢを生成する手段ＴＢＳＡ、ＴＢＳＢと、第２
の分周段階ＤＩＶ２Ａ、ＤＩＶ２Ｂとを有する。
【００３７】
　有利に、第１の合成手段ＳＭ１Ａ及びＳＭ１Ｂは第２の分周段階ＤＩＶ２Ａ、ＤＩＶ２
Ｂを有し、この第２の分周段階ＤＩＶ２Ａ及びＤＩＶ２Ｂは、スレーブクロック信号ＣＬ
ＫＳＡ、ＣＬＫＳＢを受信し、周波数ＦＭを自然数ｐで割って得られる周波数ＦＭ／ｐの
周期信号ＴＩＣＫＳＡ、ＴＩＣＫＳＢを生成する。また、第２の分周段階ＤＩＶ２Ａ及び
ＤＩＶ２Ｂは、リセット信号ＲＥＳＥＴＡ、ＲＥＳＥＴＢによって初期化される。
【００３８】
　スレーブクロック信号ＣＬＫＳＡ、ＣＬＫＳＢは、先験的に、設備のアイテムの同期に
有用な周波数とは無関係な周波数にある。同期する設備のアイテムがカメラである例が考
えられる場合に、有用な周波数は２７ＭＨｚである。
【００３９】
　例えば、スレーブクロック信号ＣＬＫＳＡ、ＣＬＫＳＢの周波数ＦＭが１００ＭＨｚに
等しい状況を考える。周期信号ＴＩＣＫＳＡ及びＴＩＣＫＳＢの周波数が１ＭＨｚに等し
くなるように、１００に等しいパラメータ値ｐが選択される。ここで、設定可能な発振器
ＶＣＯＡ、ＶＣＯＢは、２７ＭＨｚに等しい周波数のクロック信号ＣＬＫ＿ｏｕｔＡ、Ｃ
ＬＫ＿ｏｕｔＢを生成する役割を有する。周期信号ＴＩＣＫＬＯＣＡ及びＴＩＣＫＬＯＣ
Ｂが周期信号ＴＩＣＫＳＡ及びＴＩＣＫＳＢの周波数（すなわち、この場合に、１ＭＨｚ
）に等しくなるように、２７に等しいパラメータ値ｑが選択される。
【００４０】
　第２の分周段階ＤＩＶ２Ａ、ＤＩＶ２Ｂは、スレーブクロック信号ＣＬＫＳＡ、ＣＬＫ
ＳＢを受信し、周期信号ＴＩＣＫＳＡ、ＴＩＣＫＳＢを生成する。
【００４１】
　スレーブクロック信号、例えばＣＬＫＳＡが２つの異なる第２の分周段階ＤＩＶ２Ａ及
びＤＩＶ２Ｂで供給される場合に、これら２つの分周段階ＤＩＶ２Ａ及びＤＩＶ２Ｂによ
って生成される周期信号ＴＩＣＫＳＡ及びＴＩＣＫＳＢは完全に同期する。
【００４２】
　しかし、２つの独立したスレーブクロック信号ＣＬＫＳＡ及びＣＬＫＳＢが夫々２つの
分周段階ＤＩＶ２Ａ及びＤＩＶ２Ｂに供給される場合は、位相差Δφ１が、２つの第２の
分周段階ＤＩＶ２Ａ及びＤＩＶ２Ｂによって生成される第２の周期信号ＴＩＣＫＳＡ及び
ＴＩＣＫＳＢの間で観測される。この位相差Δφ１は、全てのスレーブステーションＳＡ
及びＳＢで同じであるリセット信号ＲＥＳＥＴＡ、ＲＥＳＥＴＢが第２の分周段階ＤＩＶ
２Ａ、ＤＩＶ２Ｂを初期化する場合には相殺される。
【００４３】
　有利に、スレーブクロック信号生成手段ＴＢＳＡ及びＴＢＳＢは、スレーブ周期信号Ｔ
ＩＣＫＳＡ、ＴＩＣＫＳＢ及びスレーブクロック信号ＣＬＫＳＡ、ＣＬＫＳＢを生成する
ために第１のカウンタの値及び第２のカウンタの値を周期的にネットワークへ供給する同
期レイヤに基づく。
【００４４】
　リセット信号ＲＥＳＥＴＡ、ＲＥＳＥＴＢは、例えば、同期レイヤの時間的表現から生
成され得る。これがＩＥＥＥ１５８８である場合に、同期レイヤによって供給される情報
から全てのステーションＳＡ及びＳＢでリセット信号ＲＥＳＥＴＡ、ＲＥＳＥＴＢを生成
することが可能である。例えば、秒カウンタが値０ＸＡＢＤＥＤＥＦをとり、同時にナノ
秒カウンタが値０Ｘ００００００をとるとき等の所定の時点でリセット信号ＲＥＳＥＴＡ
、ＲＥＳＥＴＢのパルスをトリガすることによって、この２つの条件が満たされる全ての
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時点で、２つの分周段階ＤＩＶ２Ａ及びＤＩＶ２Ｂは全て同時に零にリセットされる。リ
セット信号ＲＥＳＥＴＡ、ＲＥＳＥＴＢは、この場合に、１秒に等しい期間を有する。こ
の方法は、同期レイヤに関連するクロック信号ＣＬＫＳＡ、ＣＬＫＳＢ及びＣＬＫＭによ
りカメラ（より一般的には映像設備のアイテム）を制御するためにここで用いられるクロ
ック信号ＣＬＫ＿ｏｕｔＡ及びＣＬＫ＿ｏｕｔＢを同相に置くという利点を有する。
【００４５】
　有利に、リセット信号ＲＥＳＥＴＡ、ＲＥＳＥＴＢは、第１の合成手段ＳＭ１Ａ、ＳＭ
１Ｂによって供給される。
【００４６】
　位相差Δφ１が零である場合に、第２の合成手段ＳＭ２Ａ、ＳＭ２Ｂによって生成され
るクロック信号ＣＬＫ＿ｏｕｔＡ、ＣＬＫ＿ｏｕｔＢは、毎マイクロ秒で周期信号ＴＩＣ
ＫＳＡ、ＴＩＣＫＳＢと完全に同期する。
【００４７】
　更に、クロック信号ＣＬＫ＿ｏｕｔＡ及びＣＬＫ＿ｏｕｔＢの間の位相差Δφ１が零で
ある場合に、２つの異なるスレーブステーションＳＡ及びＳＢによって生成される同期信
号ＰＩＰＡ及びＰＩＰＢの間では位相差Δφ２が観測される。この位相差Δφ２は、全て
のスレーブステーションＳＡ及びＳＢで同じである初期化信号ＩＮＩＴＡ、ＩＮＩＴＢが
カウンタＣＰＴＡ、ＣＰＴＢを初期化する場合に相殺される。
【００４８】
　有利に、カウンタＣＰＴＡ、ＣＰＴＢは、周期信号ＴＩＣＫＳＡ、ＴＩＣＫＳＢと同期
する初期化信号ＩＮＩＴＡ、ＩＮＩＴＢによって初期化される。
【００４９】
　初期化信号ＩＮＩＴＡ、ＩＮＩＴＢは、例えば、ナノ秒カウンタの零の通過の各検出ご
とで、同期レイヤの時間的表現からリセット信号ＲＥＳＥＴＡ、ＲＥＳＥＴＢと同じよう
に生成され得る。この方法は、同期レイヤに関連するクロック信号ＣＬＫＳＡ、ＣＬＫＳ
Ｂ及びＣＬＫＭによりカメラ（より一般的には映像設備のアイテム）を制御するためにこ
こで用いられる同期信号ＰＩＰＡ及びＰＩＰＢを同相に置くという利点を有する。
【００５０】
　有利に、初期化信号ＩＮＩＴＡ、ＩＮＩＴＢは、第１の合成手段ＳＭ１Ａ、ＳＭ１Ｂに
よって供給される。
【００５１】
　有利に、初期化信号ＩＮＩＴＡ、ＩＮＩＴＢは及びリセット信号ＲＥＳＥＴＡ、ＲＥＳ
ＥＴＢは同期する。
【実施例２】
【００５２】
　図３は、本発明の第２の実施例に対応するスレーブステーションＳＡ及びＳＢの代替構
造を示す。
【００５３】
　本実施例は、第２の段階分周器ＤＩＶ２Ａ、ＤＩＶ２Ｂを必要としない点で第１の実施
例よりも簡単である。
【００５４】
　位相ロックループＰＬＬＡ、ＰＬＬＢは、同期レイヤ（例えば、ＩＥＥＥ１５８８）か
ら直接に生成される同期信号を使用する。同期レイヤは、全てのスレーブステーションＳ
Ａ及びＳＢで、同期レイヤのクロックと同期する同期信号ＴＩＣＫＳＡ及びＴＩＣＫＳＢ
を供給する。例えば、同期信号ＴＩＣＫＳＡ、ＴＩＣＫＳＢは１秒に等しい周期を有し、
また、例えば、秒カウンタ及びナノ秒カウンタが所定の値を通ることによって決定される
。本例に関して続けて、周期信号ＴＩＣＫＬＯＣＡ及びＴＩＣＫＬＯＣＢの周波数が周期
信号ＴＩＣＫＳＡ及びＴＩＣＫＳＡの周波数（すなわち、この場合に１Ｈｚ）に等しくな
るように、２７０００に等しいパラメータ値ｑが選択される。
【実施例３】
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【００５５】
　図４は、本発明の第３の実施例に対応するスレーブステーションＳＡ及びＳＢの代替構
造を示す。この第３の実施例は、第２の合成手段ＳＭ２Ａ及びＳＭ２Ｂの外部から初期化
信号を必要としない点で第１及び第２の実施例よりも簡単である。
【００５６】
　実際に、本発明の第３の実施例は、初期化信号ＩＮＩＴＡ、ＩＮＩＴＢとして局部周期
信号ＴＩＣＫＬＯＣＡ、ＴＩＣＫＬＯＣＢを用いることにある。この解決法は、定期的に
カウンタＣＰＴＡ、ＣＰＴＢを共に初期化することを可能にする。
【００５７】
　有利に、初期化信号ＩＮＩＴＡ、ＩＮＩＴＢは、局所周期信号ＴＩＣＫＬＯＣＡ、ＴＩ
ＣＫＬＯＣＢである。
【００５８】
　有利に、マスタ同期信号ＰＩＰＭ及びスレーブ周期信号ＴＩＣＫＳＡ、ＴＩＣＫＳＢは
、第１のカウンタの値から生成される。
【００５９】
　有利に、マスタクロック信号ＣＬＫＭ及びスレーブクロック信号ＣＬＫＳＡ、ＣＬＫＳ
Ｂは、第２のカウンタの値から生成される。
【００６０】
　有利に、同期レイヤはＩＥＥＥ１５８８である。
【００６１】
　本発明は、一例として本明細書に記載されている。当然に、当業者は本発明の適用範囲
を外れない範囲で本発明の変形例を考え出すことができる。
【符号の説明】
【００６２】
ＣＬＫＭ　　　　　　　　　　　　　　マスタクロック信号
ＣＬＫ＿ｏｕｔＡ，ＣＬＫ＿ｏｕｔＢ　クロック信号
ＣＭＰＡ，ＣＭＰＢ　　　　　　　　　比較手段
ＣＫＬＳＡ，ＣＬＫＳＢ　　　　　　　スレーブクロック信号
ＣＰＴＡ，ＣＰＴＢ　　　　　　　　　カウンタ
ＤＥＣＡ，ＤＥＣＢ　　　　　　　　　デコーダ
ＤＩＶ１Ａ，ＤＩＶ１Ｂ　　　　　　　第１の段階分周器
ＤＩＶ２Ａ，ＤＩＶ２Ｂ　　　　　　　第２の段階分周器
ＥＲＣＡ，ＥＲＣＢ　　　　　　　　　フィルタ処理された結果
ＥＲＲＡ，ＥＲＲＢ　　　　　　　　　比較結果
ＩＮＩＴＡ，ＩＮＩＴＢ　　　　　　　初期化信号
ＬＦＡ，ＬＦＢ　　　　　　　　　　　フィルタ
ＰＩＰＡ，ＰＩＰＢ　　　　　　　　　同期信号
ＰＩＰＭ　　　　　　　　　　　　　　マスタ同期信号
ＰＬＬＡ，ＰＬＬＢ　　　　　　　　　位相ロックループ
ＲＥＳＥＴＡ，ＲＥＳＥＴＢ　　　　　リセット信号
ＳＡ，ＳＢ　　　　　　　　　　　　　スレーブステーション
ＳＭ　　　　　　　　　　　　　　　　マスタステーション
ＳＭ１Ａ，ＳＭ１Ｂ　　　　　　　　　第１の合成手段
ＳＭ２Ａ，ＳＭ２Ｂ　　　　　　　　　第２の合成手段
ＴＢＳＡ，ＴＢＳＢ　　　　　　　　　スレーブクロック信号生成手段
ＴＩＣＫＬＯＣＡ，ＴＩＣＫＬＯＣＢ　局所周期信号
ＴＩＣＫＳＡ，ＴＩＣＫＳＢ　　　　　スレーブ周期信号
ＶＣＯＡ，ＶＣＯＢ　　　　　　　　　発振器
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